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技術の概要

・化学物質検出器のセンサー開発
・エレクトロニクス材料のナノ配線構築
・ウイルス等病原菌の同定・検出システム

・DNA配列に基づいた自己組織化を利用して、混ぜるだけでナノ材料を並べることが可能

・核酸化学の手法を駆使して、タンパクを始めとした様々なナノ材料に適用できる

・DNAの二重らせん構造によりナノメートルオーダーで厳密にナノ材料の配列を制御

・二次元組織体だけでなく、三次元の組織体も構築できる

・従来のボトムアッププロセスにはない高度なプログラミングが可能

DNAを竹細工の竹ひごのように自在

に編み上げてナノメートルオーダーの

構造体を作成する手法を活用して、タ

ンパクや金ナノ粒子を一分子/一粒子

ずつ、決まった順番、ナノメートルレベ

ルの決まった間隔で厳密に並べること

ができる。DNAの構造体は二次元平面

のみならず、三次元の立体構造も正確

に作成できるため、ナノ材料の三次元

配列化も可能である。表面増強ラマン

散乱を利用したセンサー開発などへの

応用が期待される。

また、構造体の形状を変化させて動

的なアレイも実現できる。
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